予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：警察費　項：警察活動費　目：一般警察活動費
	事業名: 採用等業務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　　　　　警察本部　警務部　警務課　電話番号：058-271-2424（内2611）　
E-mail：c18875@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：3,566千円（前年度予算額：3,566千円）
	要求内容


警察官等警察職員の募集及び採用業務に要する経費

いわゆる団塊世代にある職員の大量退職期を迎え、これに伴い採用予定者数が増加
しているため、より効果のある採用広報活動等を強化し、優秀な警察職員を採用する。
	２　所要経費


（1） 警察官募集広報用横断幕・懸垂幕の作成　　266千円

（2） 警察官募集広報用ポスター等の作成　　　　933千円

（3） 警察官募集用広告看板設置費等　　　　　　707千円

（4） 就職ガイダンス用ブース借上料　　　　　1,660千円

	２月１日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	3,566
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,566

	要求額
	3,566
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,566

	２月1日時点
査定額
	3,566
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,566

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　警察官等の大量退職期が続く中、真に警察官等にふさわしい優秀な人材を多数確保することにより、組織基盤の強化を図る必要があり、そのためには多数の受験者を獲得することが必要不可欠である。
　将来の岐阜県の治安を担う優秀な人材を確保するため、積極的かつ効果的な募集活動を推進する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	採用予定者数


	（H  ）
	134人

（H22）
	190人

（H23）
	195人

（H24）
	（H　）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	　受験者確保のための広報活動を事業目的としており、目標を示すことは困難である。


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（１） 就職説明会の開催

・平成24年６月５日（火）警察学校（就職担当者向け）
・平成24年８月６日（月）高山警察署

・平成24年８月７日（火）多治見警察署

・平成24年８月８日（水）警察本部

・平成24年８月10日（金）警察本部

・平成25年２月６日（水）警察学校　※予定

・平成25年２月23日（土）警察本部　※予定

・平成25年３月７日（木）警察本部　※予定
（２） 就職ガイダンス参加
・企業展　　　　　　　　平成24年12月～平成25年２月　※予定13回

・大学学内セミナー　　　平成24年12月～平成25年３月　※予定６回

・人事委員会ガイダンス　平成24年12月～平成25年３月　※予定４回
（３） 警察官募集広報用横断幕・懸垂幕、ポスター、看板の掲示
（４） 警察官・警察職員募集用リーフレットの配布

（５） 新聞テレビ面又はスポーツ面への広告掲載

（６） 新聞折り込みチラシを活用した募集広告

（７） 各種求人雑誌への広告掲載


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果　
試験種別

応募者

受験者

合格者

採用者

警察官ＡⅠ（男性）

250人

176人

34人

30人

警察官ＡⅡ（男性）

453
330
72
58
警察官Ａ　（女性）

124
77
10
7
警察官Ｂ　（男性）

368
278
57
57
警察官Ｂ　（女性）

147
80
10
10
警察行政

120
98
13
12
警察事務

57
46
5
5
　　　　　　　　　　※平成24年11月27日現在


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	　組織運営において退職者補充は当然であり、その上で組織基盤の強化を図っていくためには、多数の受験者を獲得することが必要不可欠である。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
○
	　就職ガイダンス、学内セミナー等に参加した者の採用試験の受験率も高まっており、事業効果が現れている。


	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)
○
	　人事担当者のみならず、採用業務推進員（通称：リクルーター）に指定した若手警察職員を同伴、あるいは単独派遣することにより、多くの企業展等への対応が可能となった。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　就職適齢人口の減少等により、申込者、受験者数ともに伸び悩み、採用情勢は厳しい状況にある。
　県内及び愛知県内に所在する大学の在籍者及び同方面居住者に対する募集活動を積極的に推進することが効果的であり、一般的な募集活動のほか、就職適齢期にある若者に広く情報提供を行い「大学への訪問活動」、「就職ガイダンス」等と合わせて引き続き募集活動を積極的に推進する必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　組織を挙げた年間を通じての募集活動やインターネットを通じた広報活動などを積極的に推進し、人材の確保を通じた警察力の強化を図る。


